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総合救急部は主に三次救急を担ってきた。三次救急のホットラインを通じて受け入れる患者のな

かでは外傷例が最も多く、外因による重症患者の受入れを特徴とした救命救急センターとして内外

で広く認知されてきた。救急患者の受け入れ拒否やたらい回しという事態に対処するため、時間外

に多くの二次・三次救急医療機関で断られた患者を引き受ける大阪府コーディネート事業にも参加

しているが、医療の根の深い問題に直面している。受け入れ困難な場合も多く、救急要請の増大に

全て対応するのが難しいのも課題である。 

救急救命士を含む救急隊員の病院前医療活動の質を保証するメディカルコントロール（MC）や

政策医療の一つである災害医療も主要な任務である。救急救命士への特定行為（気管挿管など器具

を用いた救急蘇生）の指示には 24時間 365日対応している。救急救命士の病院実習や症例検討会、

大阪市の救急搬送事例の事後検証、MCに従事する医師の研修（全国）にも労力を割いている。 

災害医療では、DMAT (Disaster Medical Assistance Team)としての対応や放射線災害に対する緊急

被ばく医療を主要な業務として、広域の共同研究や災害訓練にかかわってきた。大阪 DMAT 隊員

養成、災害拠点病院災害従事者研修などにも継続的に参加している。平成 23年 3月 12日に発生し

た東北地方太平洋沖地震では DMAT2チームを現地に派遣、花巻空港と仙台医療センターで医療支

援を行った。現地から帰阪した被ばく疑いの方への対応も行った。災害訓練を普段から行っていた

ため迅速な対応ができたと考えている。 

院内では危機管理の一環として、予期せずに生命の危機的状態に陥った入院患者などの治療支援

である Blue Callに主体的に関わっている。アクシデントに直結する事態を未然に防ぐことに貢献し

ている。 

研究テーマも必然的に三次救急の代表的な多発外傷、中毒、熱傷、多臓器不全に関連し、国際的

な臨床治験にも参加している。病院前救急医療や災害医療なども社会的に重要なテーマで、国立病

院機構多施設共同研究や厚生科学研究に共同研究者として参加している。 

これまで医師の増員とともに活動範囲を少しづつ拡大してきたが、本年度はスタッフ減で苦しい

年になる。人材確保と診療機能の維持が目標である。 
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